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研究成果の概要（和文）：ダイズにおいて共生窒素固定に必須の遺伝子SEN1には多型が存在する。本研究では，
その多型が窒素固定活性や収量性に与える影響を調査した。はじめにミヤコグサのsen1変異体へダイズのPeking
型またはエンレイ型SEN1を導入し窒素固定活性を調査した。その結果エンレイ型を導入した場合の方が高い傾向
を示した。また，バッククロスを繰り返すことによってPeking型のフクユタカへエンレイ型SEN１を導入し，収
量性に関する調査を行った。その結果， 100粒重に関しては，エンレイ型で高い傾向にあった。以上の結果は，
エンレイ型SEN1が高い窒素固定活性を示すことによって収量性に好影響を与えていると考察された。

研究成果の概要（英文）：We found polymorphism in amino acid sequence of soybean SEN1 genes. Nitrogen
 fixation activity of Lotus japonicus sen1 mutant transformed by Enrei SEN1 gene was slightly higher
 than that of Peking type SEN1 gene. Effect of polymorphism of soybean SEN1 gene on the soybean 
yield was analyzed using BC5F2 soybean plants prepared from crossing with Fukuyutaka (Peking type) 
and Enrei. As a result, 100-seed weight of Enrei type BC5F2 plants slightly higher than that of 
Peking type. These results show the possibility that Enrei type SEN1 gene have positive effect for 
soybean 100-seed weight due to higher nitrogen fixation in the nodules.

研究分野：作物生理学
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合でアセチレン還元活性が高い傾向を示し
た。以上の EFBC植物を利用した実験結果
は本仮説を肯定しており，先行研究の結果
とも同様の傾向を示した。これらの結果は，
エンレイ型SEN1が高い窒素固定活性を示
すことによって収量性に好影響を与えてい
ると考察された。今後は，毛状根系形質転
換実験およびさらに世代を重ねた EFBC植
物を利用した実験を継続して行うことで，
新品種の創生へつなげる予定である。 
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